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本特集号「GERD を極める」では，P-CAB
の登場で変化した新知見を踏まえて改訂され
た『胃食道逆流症（GERD）診療ガイドライ
ン 2021』の内容を前提とし，その定義と病
態，診断から治療まで詳しく解説・紹介され
ている。真に極めるにたがわない充実した読
み応えのある，GERD が凝縮された一冊と
なっている。Guest-planner として企画の労を
お取り頂いた川見典之先生に敬意を表する。

GERD とは粘膜傷害を有する「逆流性食道
炎（RE）」と症状のみを認める「非びらん性
逆流症（NERD）」に，NERD は病態生理か
ら病的酸逆流主体の「狭義の NERD」，逆流
主体の逆流過敏性食道，知覚過敏主体の機能
性胸やけに分類され，広義の NERD は複数の
病態のヘテロな集合体であることが繰り返し
述べられ，さまざまな角度からの診断・鑑別
の取り組みも解説され，NERD に馴染みの薄
い読者にも理解が深まる内容となっている。
安易に NERD として P-CAB を漫然と投与す
ることを見直すきっかけになるかもしれない。

内視鏡医は RE の所見を見落とさないよう
に観察しているが，鎮静や経鼻内視鏡など送
気や伸展が不十分な状態の観察では食道胃接
合部や胃噴門部の観察がおろそかになりがち
である。被検者の訴えをよく聞き，噴門部の
形状や収縮機能にも注意して観察することが
診断の第一歩になりそうである。本号ではさ
まざまな食道機能評価のための診断法が解説
されているが，より簡便な機能評価法が可能
になることも期待される。

食道粘膜傷害（mucosal break）の定義に
も疑問，問題点が投げかけられている。星原
先生も菊池先生も述べているが，内視鏡観察
的に「赤い粘膜」といっても，本当に上皮欠
損した粘膜傷害か，再生上皮で修復された治
癒期なのかで，炎症のステージも異なると考
えられ，Grade MR とするか Grade A とする
か迷う場面もよく経験する。NBI/ BLI/ LCI
といった IEE が普遍化し，拡大観察も普及し
た現在，詳細な粘膜状態の観察が可能となっ
ている。益々進歩した内視鏡診断を生かした
GERD のステージングが発信されることも
願っている。
（上尾中央総合病院消化器内科　有馬美和子）
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